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2)著 明な肝腫太を伴った原発性 ア ミロイ ドー

シ スの 1例

五十川 勝 書夏井 正明
柳沢 苦計 ･村両 久夫 し信登園病院内科)

症例は65歳男性,主訴は腹部膨満感,浮腫.家族歴で

は父が肝細胞癌で死亡.昭和63年頃より腹部膨満感が出

現 し,平成 3年春頃より浮腫が若鮎現 した.症状の増悪を

認小,同牛と‖j1tl当村受診 し肝挿 入を指摘 さ,わ入院 ]二

なった.Å院時所見では肝を藍中線上をこ10構指,鎖骨車

線 卜∴6構指触知 L.陀部 (_1'では.肺肪肝に粗机 し

た所見を認めたが,腰痛は認めなかった.また碑,腎の

腰大 鶴認めた.上部消化管内視鏡施行 し十二指腸粘膜下

層よりア ミロイ ドが証明され 原発性ア ミロイ ド-シス

と診断 した.肝内血腫の多発に伴い,10月22円肝不全に

て死亡 した.剖検所見では全身各臓器にびまん性のア ミ

鰹に著明なア ミロイ ド沈着を認め,肝細胞は高度に圧排

さ頼萎縮 卜 こい上.

3)肝嚢胞腺癌 との鑑 別が困蟹 で あ った転移 性

肝陣場 L:711榊
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症例:蘭才男性.主訴 :右季肋部痛.既往歴では67才

時,下咽頭癌にて手術.平成 2年 9月の腹部超藩波検査

では,異常を認めなかった.平成 3年 9月頃より右季肋

部痛出現 した為,腹部超音波検査施行 したところ肝右葉

に巨大な嚢胞様病変を指摘 し精査の為,入院 となった.

順部 C'1､検 査.脂部血管造斬検査等にて.肝喪胞腺癌

を否定で きない為,手術が施行 され病理診断にて下咽頭

癌からの転移性肝癌と診断 した.今回我利 豊,比較的短

期間に藩髄様発育を望 した下咽頭癌からの転移性肝癌を

経験 した(rT)で,報苦 しナ∴

4)遡及的な経過観察が可能であった Ⅰ型早期
胃癌LJ)1例
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症例は56才男性.1988年の検診で 胃角部小噂に隆起

性病変を指摘 されたが,内視鏡検査では粘膜の性状をこ変

化を認めなかった.1991年の検診で前庭部に隆起性病

変を指摘 され,内視鏡検査を施行 したところ,前庭部小

琴をこ径 3cm の発赤が強い有茎性の隆起性病変を認め

た.頂部よりの生検をこて高分化腺癌 と診断され,病変は

Polypectomyにて切除 し得た.組織学的には粘膜内に

限局する文型の早期癌で,脈管侵襲は陰性であった. こ

の病変を retr鵬Peetive をこ検討すると,1988年の内視

鏡検査では同部位 に病変は指摘で きず,短時間に急速に

発暫 Lたものと考えられた.遡及的経過観察が可能であっ

た畢期胃癌の症例で,若干の文献的考察を加え報告 した,
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症例は59歳身性や検診碍胃Ⅹ線像にて幽門部の伸展不

良を指摘 され 胃内視鏡検査を施行 した.腎内には多量

の食物残液を認め,胃前庭部は浮腰状の粘膜を望 してい

た申生検にて胃内全領域にア ミUイ ド沈着を認めた. ア

ミロイ ド､は粘膜固有層及び筋層線維間に沈着 L,過て ソ

ガソ酸カ リ処理後 も染色性を失わないことより,AL重

白に分顕された.食道,十二指腸,直腸生検ではア ミロ

イ ドは陰性で,小腸造影で も異常は認めなかった リウ

マチ因子陰性,骨髄所見や胸部理学的所見も正常であっ

た.以上より胃に限局 した原発性ア ミロイ ド-シスと診

観察中である書


